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　1970年代韓国の重化学工業化と日本の協カ
ー浦項総合製鉄と4大核プロジェクトを中心として一
堀　金　由　美
　本研究は、韓国1970年代の重化学工業化計画につき、とくにその初期、1970年代前半に焦点
を当て、発案・計画の策定から実現に至る過程における日本（政府及び企業）の関わりを明らか
にし、その意義を検討することを目的としたものである。
　韓国の重化学工業化は、極度の資金・技術不足の中、海外の協力を前提として計画され、その
協力をとりつけることが、政府にとってまず何よりも重要な課題となっていた。しかし、その初
期における象徴的存在であるといってもよい浦項総合製鉄の場合にも見られるように、当時の韓
国における重化学工業化を支援しようという国はなかなか見つからず、各国・国際機関との数年
越しの借款・技術協力交渉が難航する中、韓国政府にとって最後の可能性として残ったのが、一
定の請求権資金（国交正常化に伴う経済協力資金）の供与が保証されている日本であった。しか
しながら、将来の潜在的可能性としての競争を懸念する日本側企業の事情に加え、1970年代初頭、
激変する国際情勢の中、日本政府との交渉も難航を極める。その一方で、韓国政府内においても、
70年代初頭、一定の権力構造の変化が生じ、計画自体にも、実は大きな変動が起こっていた。
　第一年次である2003年度は、主として韓国側に存在する情報の収集につとめるとともに、重化
学工業化計画全般についての政策決定過程を分析し、英文論文としてとりまとめた。（“The
Political　Economy　of　Heavy　Industrialization：The　Heavy　and　Chemical　Industry　（HCI）　Push
in　South　Korea　in　the　l970s”　Uodθ］rn　Asian　Studies　vol．39　no．2）
　第二年次である2004年度は、情報公開の制度を利用して外務省や旧通産省の記録を収集（ただ
し、実際に入手可能であった情報はあまり多くはなかった）、その他、経団連など日本側における
情報収集をした上で、別途ソウルにおいて収集した全経連や各関連企業の追加情報をあわせて分
析した。
　韓国重化学工業化プログラムにおける日韓経済協力の実態を日韓双方の目から明らかにし、
1970年代日韓関係の中に位置づける論文として、現在、とりまとめの最中である。
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